
令和５年度　米原市市民部自治環境課　新規取組事業【主な事業】

伊吹山みらいつくり隊（地域おこし協力隊）２人 報酬

伊吹山地草原植物保護復元事業委託料 （緑化試験）

伊吹山頂植生防護柵設置工事 【入山協力金から半額助成】

※このほか、トイレ等施設維持管理事業も今までどおり継続して実施。

新規取組（１）伊吹山みらいつくり隊（地域おこし協力隊）の導入

新規取組（２）植生復元（山頂：金属柵ライン新設）
・ 最も破損の激しい中央柵の金属柵化工事（約280m）を行います。

新規取組（３）植生復元（南斜面：緑化試験）

・ 鹿害と豪雨により荒廃が進行する南斜面の緑化試験事業を行います。

自然侵入促進マット（種子無、亀甲金網装着型）およびアーチ式獣害対策ネットの設置。
マット、ネット工の一部に３合目のススキ等の移植。

・伊吹山みらいつくり隊は、植生復元や登山道の細やかな補修、パトロールなどのレンジャー業務に従事するほ

か、伊吹山のファンや来訪者、理解者を増やすための活動を行います。

・地域おこし協力隊制度を活用し、伊吹山みらいつくり隊を会計年度任用職員として２人任用します。

・任期は最大3年間で、任期終了後に向けた活動も同時に実施されます。

3,822千円

2,000千円

6,600千円

共生ゾーン＜東ゾーン＞

（藪が多く、当面、完全排除

は困難）

⇒スポット的に貴重種や類型ごとに植

物群落を保全（順次実施）

伊吹山頂地図

植物重点ゾーン

＜西・中央ゾーン＞

⇒鹿の完全排除

（1050m付近）

【R5工事】

金属柵化工事

ドライブウェイ駐車場（9合目）

自治環境課 伊吹山関連予算額：16,992千円

（内、入山協力金充当 5,100千円）

（内、県費充当（予定） 422千円）
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